
 

 

再評価結果（平成１６年度事業継続箇所） 
担 当　課 : 道路局国道・防災課          
担当課長名 ： 中島　威夫         

事業名 一般国道３２９号 石川バイパス 
事業
区分
一般国道 

事業 
主体 
沖縄総合事務局 

起終点 自：沖縄県金武町
き ん ち ょ う

字屋
あ ざ や

嘉
か

   至：沖縄県沖縄市後
お き な わ し く し

原
ばる

 延長 8.2km

事業概要  

一般国道３２９号は、名護市を起点とし本島東側を南下し那覇市に至る延長約７６ｋｍの主要幹線道路である。
石川バイパスが縦貫する沖縄本島のほぼ中心に位置する石川市は、近年急激に宅地開発が進み、交通量は増加の
一途たどり、特に石川市中心を通る現国道区間では、交差点間隔が１００ｍ程度と短いこともあり、朝夕の通勤
・通学時及び、夏季観光シーズン、休日・祝祭日等には慢性的な交通渋滞が発生している。石川バイパスは、石
川市内の交通渋滞の緩和、幹線道路の機能向上に大きく寄与する道路である。 

Ｓ６３年度事業化 
都市計画決定 
不要 

Ｈ元年度用地着手 Ｈ２年度工事着手 

全体事業費 約４７５億円 事業進捗率 ９６％ 供用済延長 8.2km

計画交通量 ３１，０００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益    (残事業)/(事業全体) 基準年  

費用対効果 
分析結果 

(事業全体) 
 ３．５ 

(残事業) 
１２．７  

53/641億円 

事 業 費 ： 16/604億円 
維持管理費： 37/ 37億円 

674/2,268億円 

走行時間短縮便益：  686/2,249億円 

走行費用減少便益：  -18/  -15億円 

交通事故減少便益：    6/   34億円 

 平成１５年度 

事業の効果等  

① 円滑なモビリティーの確保（並行する現道部の渋滞損失時間が削減する） 
② 物流効率化の支援（重要港湾中城湾港へのアクセス向上が見込まれる） 
③ 個性ある地域の形成（主要な観光地へのアクセス向上が見込まれる）                    
関係する地方公共団体等の意見  

石川バイパスの整備により、朝夕の通勤・通学時及び夏季観光シーズン、休日・祝祭日等の交通渋滞の緩和、幹線道
路の機能向上が期待されることから、沖縄県道路利用者会議・道路整備促進期成同盟等の団体から整備促進に関する
要請を受けている。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

平成１５年３月に全線暫定供用 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

全体事業費での進捗率が９６％・用地買収の進捗率は１００％である。 
平成１４年度までに全線暫定供用を行っており、今後は平成１６年度に全線完成供用を予定。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

平成１５年３月に全線暫定供用しており、今後は平成１６年度に全線４車化供用を行う。 

施設の構造や工法の変更等  

橋梁部の情報ボックスを橋梁添架から歩道埋設に変更すること等でコスト縮減を図る。 

対応方針   事業継続 

対応方針決定の理由  

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  
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